
碧南市の基金状況 （千円）

2023年度決算
財政調整基金 5,970,688

減殺基金 6,782
公共施設維持基金 1,149,162
介護給付準備基金 406,237

緑化推進基金 313,577
国際交流基金 167,073
農業推進基金 110,833

福祉基金 108,979
スポーツ振興基金 100,043

文化振興基金 52,227
交通安全基金 38,042
墓園管理基金 36,333

まなびさぽーと基金 4,708
健康都市推進基金 3,269

国⺠健康保険事業基金 1
合   計 8,467,954

税目 令和5年度決算
個⼈市⺠税 50億2836万767円
法⼈市⺠税 16億9695万5645円
固定資産税 91億7976万8641円
軽自動車税 2億3114万2372円
都市計画税 11億7854万3626円
市たばこ税 5億1993万7782円
合計 178億3470万8827円

27億3321万5009円

収
入

市の主な収入

ふるさと応援寄付金
（うち半額は返納品。13億円は収入）

2024年予算
1 飛島村 2.57
2 豊田市 1.52
3 みよし市 1.44
4 刈谷市 1.32
5 大口町 1.33
6 東海市 1.32
7 安城市 1.3
8 小牧市 1.23
9 武豊町 1.21
# 碧南市 1.18

県下10位の財政
力碧南市（ふるさと
応援寄附約３０億円は入っ

新
規
事
業
な
し
９
月
議
会

４
月
の
市
長
選
挙
で
誕
生
し
た
小
池
市
政
。

本
来
、
９
月
補
正
予
算
な
ど
で
自
ら
の
公
約

実
施
す
る
の
が
恒
例
で
す
。
し
か
し
、
６
月

議
会
に
、
18
歳
ま
で
の
通
院
費
無
料
化
を
10

月
か
ら
実
施
こ
と
に
し
て
以
来
、
新
規
事
業

な
し
で
す
。

ふ
る
さ
と
寄
附
収
入
13
億
円

令
和
５
年
度
決
算
で
は
、
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
は
27
億
円
。
半
分
返
礼
品
と
し
て
13
億

円
が
使
え
ま
す
。
学
校
給
食
無
償
化
は
年
額

３
億
円
。
安
城
市
、
豊
田
市
、
み
よ
し
市
に

次
い
で
実
施
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

国
も
６
月
に
、
無
償
化
の
た
め
の
全
国
調

査
を
終
え
、
無
償
化

へ
の
責
任
を
果
た
さ
せ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
共
産
党
は
愛
知
県
に
対
し
て
、
無
償

化
の
費
用
負
担
を
求
め
る
署
名
を
広
げ
て
い

ま
す
。
小
池
市
長
は
公
約
実
施
を
先
送
り
し

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

高
校
体
育
館
の
空
調

１
ヵ
所
６
千
万
円

愛
知
県
は
、
今
年
度
予
算
で
45
億
円
を
計

上
し
て
、
県
立
高
校
１
４
５
校
の
う
ち
36
校

・

74
棟
に
空
調
を
整
備
。
２
０
２
７
年
度
ま
で

４
年
間
で
完
了
予
定
で
す
。
1
ヵ
所
６
千
万
円
で
試
算

す
れ
ば
、
小
学
校
７
校
、
中
学
校
５
校
は
７
億
２
千
万

円
。
ふ
る
さ
と
寄
附
金
１
年
分
で
実
施
で
き
ま
す
。

財
調
は
60
億
円

決
算
で
は
基
金

（貯
金
）
は
総
額
約
85
億
円
。
介
護

な
ど
目
的
を
決
め
て
い
る
も
の
の
あ
り
ま
す
が
、
自
由

に
使
え
る
財
政
調
整
基
金
だ
け
で
も
約
60
億
円
あ
り
ま

す
。
他
市
に
遅
れ
を
取
り
、
子
ど
も
の
出
生
率
西
三
河

最
低
の
碧
南
市
だ
か
ら
こ
そ
、
学
校
給
食
無
償
化
や
体

育
館
空
調
設
置
が
急
が
れ
ま
す
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
へ

厚
生
労
働
省
は
、
６
月
20
日
の
報
道
で
、
来
年
度
か

ら
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
化

（
「予
防
接
種

法
」
と
呼
ば
れ
る
予
防
接
種
の
規
則
を
決
め
た
法
律
に

書
か
れ
て
い
る
ワ
ク

チ
ン
で
公
的
補
助
あ
り
）
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
碧
南
市
は
国
ま
ち
で
な
く
、
50
歳
か

ら
２
回
で
４
万
６
千
円
の
半
額
補
助
を
実
施
す
べ
き
で

す
。

法
人
税
制
限
税
率
で
約
６
億
円
増
入

さ
ら
に
法
人
市
民
税
率
は
最
低
の
６
％
の
碧
南
市
。

全
国
の
同
規
模
自
治
体
で
は
８
・
４
％
の
制
限
税
率
に

し
て
い
ま
す
。
碧
南
市
が
８
・
４
％
す
れ
ば
、
令
和
５

年
度
決
算
で
約
６
億
円
、
令
和
６
年
度
予
算
で
は
約
10

億
円
の
増
収
に
な
り
ま
す
。

過
去
最
高
利
益
の
大
企
業
に
公
正
な
税
を

大
企
業
に
物
言
え
ぬ
、
歴
代
市
政
。
大
企
業
優
遇
の

国
県
政
と
と
も
に
、
ト
ヨ
タ
、
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
、
中
電
な
ど

の
市
内
大
企
業
に
、
最
低
税
率
で
優
遇
し
て
い
ま
す
。

南
海
ト
ラ
フ
、
少
子
化
対
策
、
気
候
危
機
対
策
な
ど

特
別
な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
今
こ
そ
、
公
正
な
制

限
税
率

へ
の
課
税
を
し
市
民
に
回
し
ま
し
ょ
う
。

財
政
力
は
県
下
10
位

２
０
２
４
年
予
算
で
は
碧
南
市
の
財
政
力
は
１
．
１

８
で
す
。

「１
」
を
超
え
る
と
、
自
主
財
源
で
や

っ
て

い
け
る
と

「不
交
付
団
体
」
と
な
り
ま
す
。

愛
知
県
下
で
は
10
位
の
財
政
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
民
向
け
の
、
施
策
は
10
位
の
水
準
に
は
な
っ
て
い
ま

せ
ん
。

「市
民
に
増
税
を
」
小
池
市
長
の
珍
答
弁

西
端
の
高
齢
者
学
級
に
来
た
小
池
市
長
。

「農
業
者

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
空
調
を
」
と
い
う
参
加
者

の
声
に

「お
金
が
な
い
か
ら
、
増
税
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
る
」
と
答
え
ま
し
た
。
市
民
は
、
市
民
税
、
固

定
都
市
計
画
税
な
ど
決
め
ら
れ
た
税
金
を
収
め
て
い
ま

す
。
施
策
に
対
し
て
の
負
担
強
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。

豊
か
な
財
源
を
も
ち
な
が
ら
、
市
民
要
求
に
答
え
な

い
理
由
に

「増
税
」
な
ど
と
は
、
ゴ
マ
カ
シ
と
す
ぐ
ば

れ
る
ウ
ソ
で
す
。
こ
ん
な
こ
と
を
平
気

で
言
う
の
な
ら
、
歴
代
市
長
と
変
わ
り

ま
せ
ん
。

小池市長 財源はあります
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国
民
そ
っ
ち
の
け
の
悪
あ
が
き

自
民
党
の
総
裁
選
に
候
補
者
が
次
々
と
名
乗
り
を
上
げ

て
い
ま
す
。
総
裁
選
は
、
次
の
解
散

・
総
選
挙
に
向
け
た
、

ま
さ
に
“
自
民
党
の
顔
選
び
”
の
様
相
で
す
。
し
か
し
、

い
く
ら

「刷
新
感
」
を
演
出
し
よ
う
と
し
て
も
、
内
輪
の

争
い
で
は
、
深
刻
な
自
民
党
政
治
の
行
き
詰
ま
り
を
打
開

で
き
ま
せ
ん
。

見
え
な
い
路
線
論
争

い
ま
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
岸
田
文
雄
首
相
の
政
権
投

げ
出
し
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
統

一
協
会
と
の
癒
着
や
裏

金
問
題
を
は
じ
め
、
安
全
保
障
政
策
で
も
経
済
政
策
で
も

完
全
に
行
き
詰
ま
り
を
見
せ
る
自
民
党
政
治
そ
の
も
の
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
総
裁
選
で
は
、
安
倍
政
権
以
降
、
12
年

に
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ
た
自
民
党
の
政
治
路
線
に
対
す
る

論
争
が
全
く
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

反
省
な
し
の
裏
金
、
軍
拡
政
治

そ
れ
も
そ
の
は
ず
。
自
民
党
は
、
安
倍
政
権
が
退
陣
に

追
い
込
ま
れ
て
以
降
も
、
そ
の
政
治
路
線
を
継
承
し
、
総

裁
選
に
よ
る
表
紙
の
す
げ
替
え
だ
け
で
選
挙
を
乗
り
切
る

や
り
方
を
繰
り
返
し
て
き
た
か
ら
で
す
。

ボ
ス
も
う
で
の
全
候
補
者

今
回
の
総
裁
選
に
名
乗
り
を
上
げ
る
候
補
も
み
な
、
安

倍

・
菅

・
岸
田
政
権
で
閣
僚
や
党
の
要
職
に
い
た
人
物
ば

か
り
で
す
。
ど
の
候
補
も
行
き
詰
ま
っ
た
政
治
路
線
を
転

換
す
る
す
べ
は
な
く
、
派
閥
の
領
袖

（り
ょ
う
し
ゅ
う
）

を
頼
る
な
ど
支
持
者
集
め
に
躍
起
で
す
。
あ
る
の
は
、
国

民
の
願
い
と
は
か
け
離
れ
た
権
力
争
い
＝
政
争
で
す
。

裏
金
解
明
に
背
向
け
、
迷
走

だ
か
ら
、
ど
の
候
補
も
、
国
民
の
中
に
広
が
る
政
治
不

信
に
、
ま
と
も
に
向
き
合
お
う
と
し
ま
せ
ん
。

と
り
わ
け
裏
金
問
題
は
、
個
々
の
議
員
に
よ
る
政
治
資

金
収
支
報
告
書
の
訂
正
だ
け
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
重
大
問

題
で
す
。
し
か
し
、
総
裁
選
で
各
候
補
が
訴
え
る
の
は
、

政
治
資
金
収
支
報
告
書

へ
の
不
記
載
額
の

「返
納
」
や
、

処
分
さ
れ
た
裏
金
議
員
を
次
の
選
挙
で
の

「非
公
認
」
に

す
る
な
ど
と
い
う
小
手
先
の
対
応
ば
か
り
で
す
。
し
か
も
、

裏
金
議
員
か
ら
反
発
の
声
が
あ
が
る
と
、
発
言
が
ブ
レ
る

な
ど
迷
走
す
る
場
面
が
早
く
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

裏
金
議
員
の
処
分
を

裏
金
を
め
ぐ
っ
て
は
、
選
挙
区
内
の
有
権
者
に
違
法
な

香
典
提
供
を
し
た
疑
い

（公
職
選
挙
法
違
反
）
の
あ
る
堀

井
学
衆
院
議
員

（８
月
28
日
に
辞
職
）
が
政
治
資
金
規
正

法
違
反

（虚
偽
記
載
）
の
疑
い
で
も
略
式
起
訴
さ
れ
ま
し

た
。
堀
井
氏
は
、
裏
金
が
香
典
の
原
資
の
一
部
と
な
っ
た

と
説
明
し
て
い
る
と
も
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

真
相
解
明
に
責
任
果
た
せ

裏
金
が
違
法
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
䢣
。
誰

が
、
い
つ
、
何
の
目
的
で
、
ど
の
よ
う
に
裏
金
づ
く
り
を

始
め
た
か
を
含
め
真
相
を
明
ら
か
に
し
て
、
厳
正
な
処
分

を
行
う
べ
き
で
す
。
小
手
先
の
対
応
で
幕
引
き
を
は
か
ろ

う
と
す
る
動
き
を
絶
対
に
許
す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

企
業
団
体
献
金
の
禁
止
を

裏
金
事
件
で
明
ら
か
に
な
っ
た
政
治
腐
敗
の
温
床
に
切

り
込
む
な
ら
、
真
相
解
明
、
処
分
と
合
わ
せ
、
30
年
前
の

「政
治
改
革
」
の
際
、
焦
点
と
な
っ
た
企
業

・
団
体
献
金

の
禁
止
に
ま
で
踏
み
込
む
議
論
が
必
要
で
す
。

自
民
党
政
治
の
転
換
を

い
ま
、
国
民
が
求
め
て
い
る
の
は
、
総
裁
選
で
の

「刷

新
感
」
の
演
出
で
は
な
く
、
自
民
党
政
治
そ
の
も
の
の
転

換
で
す
。

立
憲
主
義
破
壊
、
軍
拡
、

大
企
業
本
位
を
正
せ

安
倍

・
菅

・
岸
田
と
３
代
に
わ
た
っ
て
引
き
継
が
れ
て

き
た
立
憲
主
義
破
壊
の
軍
拡
路
線
、
大
企
業
本
位
の
経
済

政
策
の
破
綻
は
、
国
民
の
安
全
と
暮
ら
し
に
重
く
の
し
か

か
り
、
先
行
き
を
暗
く
し
て
い
ま
す
。

総
選
挙
で
退
場
の
審
判
を

総
裁
選
後
、
自
民
党

が
解
散

・
総
選
挙
に
打
っ

て
で
る
と
い
う
な
ら
、

今
度
は
国
民
が
自
民
党

政
治
そ
の
も
の
に
退
場

の
審
判
を
下
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。

石
井
拓

議
員
は

裏
金
問
題
明
ら
か
に
せ
よ
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大
軍
拡
・大
増
税
許
す
な

へ
き
な
ん

19
行
動

９
月
19
日
（木
曜
日
）午
前
11
時
～
12
時

ピ
ア
ゴ
碧
南
東
店

碧
南
市
東
浦
町
６
ー
17

（日
進
小
学
校
南
）

総
選
挙
で
新
し
い
政
治
に

衆
議
院
比
例
東
海
予
定
候
補

も
と
む
ら
伸
子

す
や
ま
初
美

自民党総裁選

政治の行き詰まり打開できず


